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4．等  級 銅球の等級は，3，5，10，16，20，28，40，60，100及   

び200とする。  

なお，それぞれの等級を適用する呼びの範囲は，原則と   

して付豪2による。  

5．晶  井   

5．1形状及び豪商粗さ 鋼球の直径不同，真球度及び表面  

粗さは，付表2による。  

ら．2区分けの♯よ及びゲージ 鋼球のロットの直径の相  

互差，ゲージ間隔及びゲージは，付表2に  

よる。  

5．3覆  さ 鋼球の硬さは，付表3による。また鋼球  

の硬さを疎面で直接測定した場合には，参  

考2によって補正する。   

8．材 料 鋼球の材料は，JISG棚ら（高炭素クロム腋   

受鋼鋼材）による。  

7．測定方法及び棚方法   

7．1平均古径及び暮径不同 平均直径及び直径不同を求  

ヽ         めるために必要な直径は，鋼球1個を平面  
とこれに垂直な測定子との間に置き．方向  

を変えて軸定する。  

平均直径は，その最大値と最小値の算術  

平均値として求め，直径不同は，その最大  

値と最小値との差として求める。  

この場合の測定力は，3N（3礪gfI 

とする。  

平均直径は，測定力による弾性接近最庵  

補正し，また，鋼球の質量による弾性接近  

量も原則として補正する。  

7．2暮球よ 真球皮は，鋼球1個を真円度測定器で互  
いに鮒○をなす2又は3赤道平面上の鋼球  

表面の輪郭を測定し，それぞれの最小外接  

円から鋼球表面までの半径方向の距＃の最  

大の値として求める。  

また，鋼球1個を角度舗○及び柑¢？のⅤ  

満とこれに垂直な測定了との間に農凱 方  

向を変えて測定したとき嘲定 

最大の億を2で験した鎧番兵球度としても  

よい。  

この場合の測定力は，3Ni306gfl以ト  

とする。  

7．3表面租さ 表面糾さは，原則としてJIS 8 0651  

（触針式表面和さ測定器）に規定する測定  

器を川いて鋼球の赤道上を測定し，小心線  

、ド均糾さとして求める。  

1．i用範囲 この規格は，主として玉軸受の転動体として   

用いる鋼球について規定する。   

傷 考  この規格の中で（Iを付けて示してある単位  

及び数値は，重力単位系によるものであって，参  

考として併記したものである。   

2．用語．1記号及び用譜の董囁 この規格で用いる主な用   

語，土記号．及び用語の意味は，次による。  

（1）呼  び 鋼球の寸法が一般的に同一であることを示  

すのに用いる呼称。   

（2）呼び書径．βy 鋼球の寸法が一般的に同一であるこ  

とを示すのに用いる直径の値。  

儀 考 呼び直径lも それぞれの呼びの鋼球の基準  

寸法（基準直径）である。   

（3）書 径，♪階1個の鋼球の実際の表面に接する平  

行二平面間の距離。   

（4）平均暮径．β仰－1個の鋼球の直径の最大値と最小値  

との算術平均値。   

（別 事径不同，lb閑1個の鋼球の直径の最大値と最小値  

との差。   

（8）薫瑠よ 鋼球の表面に外接する最小球面と鋼球表面  

の各点との半径方向の距離の最大の値。   

（7）ロ ット 等しいと考えられる条件の下で製造され．  

同一品として取り扱うー定数量の鋼球。   

（8）ロットの平均書径，βⅣ桝エ ロット内の最大鋼球の平  

均直径と最小鋼球の平均直径の算術平均値。   

（g）ロットの書窪の相互靂，勒吼 ロット内の最大鋼球  

の平均直径と最小鋼球の平均直径との差。  

㈹等 牡 寸法，形状の精嵐表面粗さ及び区分けの  

糟まの特定の組合せ。等級は番号で表す。  

刑）ロットの平均雷径の寸法鼠∠山抽加 ロットの平均  

直径と呼び直径との差。  

㈹ ゲージ．g ロットの平均直径の寸法差であって，  

あらかじめ等級ごとに定められた系列の値  

の一つ。  

鵬 考 各ゲージは，寧．¢引こ示すゲージ間隔の整数  

倍である。  

㈹ ゲージ間綱 等級ごとに定められた隣り合うゲージの  

差。   

3・呼び卑び呼び査径 鋼球の呼び及び呼び虐径は・原則と   

して付衰1による。  

塁   



付表2 等級の適用範囲，形状及び表面租さ並びに区分けの精度及びゲージ  （単位pm）  

さ考1ロットとゲージ及び呼び直径の閑廃   

ロットとゲージ及び呼び直径の関係をさ考国に示す。  また，等級20の値は，下記のとおりである。  

なお，括弧内の数値軋呼び直径3．帥0腑恥（呼び3．5加），  直径不同（γわ耶・）最大  ：0．5〟m  

等級20の鋼球のうち，ロットの平均直径が3．5063Ⅶの  ロットの直径の相互差（侮肱）最大：1〝m  

ロットが＋6〟mのゲージに属する例を示す。  ゲージ間隔  ：2〟m  

参  

呼び産篠伽  
（3．50000JⅧ1）  

ロットの平均面径伽規（3．5063蘭）  

ロットの平均直径の寸法羞A加減（＋6．3〟m）  

ゲージ眉（＋餌m）に属する  

ロットの平均直径β勒．乙が  ツトの直径の相互差  ゲージ方（＋毎m）に■する  
わ肱（最大l〟m）   最小のロット  ロットの平均証径餌髄が  

最大のロッ  






